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薫風執筆の機会を頂きましたので，これまで10年の研究を振り返り，今後挑戦したいことをしたためたいと

思います。私は2012年から恩師の伊香賀俊治先生（慶應義塾大学名誉教授）の研究室で，住宅内温熱環境と健

康をテーマとして研究をスタートさせました。2015年から鹿島建設の設備設計者として，空調・衛生設備の設

計を担当していましたが，担当物件は病院であり，今度は感染管理の視点で建築の健康影響について考えてき

ました。その間，社会人博士として研究を継続し，2020年から鍵直樹先生（東京工業大学教授）の研究室に着

任，パンデミックとなった新型コロナウイルス感染症研究に携わってきました。振り返ると「建築学×医学」

の領域横断研究の中で，医学系の先生との接点も持ちながら，最大の関心事である「室内環境による健康影響」

に一貫して携わることができています。このような環境や出会いを与えて下さった皆様に改めて感謝するとと

もに，今年10月に東京医科歯科大学と統合する追い風に乗って，研究を加速していきたいと考えています。

私が研究者を志したきっかけは中学時代まで遡ります。担任の先生をヒートショックで亡くし，それ以来，

住宅で亡くなる方や健康を損なう方を一人でも減らしたいという想いが私の研究者としての根幹を支えていま

す。2018年にWHOの住宅と健康ガイドラインが発行されたことを機に，居住環境の健康影響への関心が高まっ

てきたことを感じます。また，健康政策の主軸である健康日本21（第三次）に「自然に健康になれる環境づく

り」の文脈で，室温の健康影響について言及されたことも大きな一歩となりました。この動向に多少なりとも

貢献できたこと，研究者冥利に尽きると感じています。

しかし，まだまだやるべきことは数多く残されています。例えば，住まいの健康影響を10年以上の長期的な

視点から明らかにすることです。また，実務に携わっていた身として「研究を研究（論文）で終わらせない」

ことを大切にしており，住宅での疾病予防のため，いつ・どこで・どのように居住者の状態を負荷なくセンシ

ングして，そのデータを如何に解析し，疾病を未然に防ぐかという実装側にも貢献したいと考えています。こ

れらの課題をクリアして，住宅でのゼロイベント（亡くなる方をゼロにする）に挑戦したいです。

余談ですが，つい先日初めてイタリアに足を踏み入れ，フォロ・ロマーノ，パンテオンなど，その歴史ある

街並みに魅了されると同時に，「ローマは一日にして成らず」であると身を持って体感してきました。これか

らの私の挑戦も，一朝一夕に成し遂げられるものではありませんが，初心を忘れずに挑戦を続けていきたいと

思っています。
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